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1617　　sOLを有する肝疾患の術後残存肝機能の予

測とその評価一肝血流の面より

　　　　水川帰一郎、玉井豊理、田辺正忠、佐藤功、

　　　　竹田芳弘（岡大、放）　上田祐造、三村久

　　　　（岡大、1外）　伴隆一（島津製作所）

　昨年本学会でmatrix　ROIを用いた局所K値の測定

法について発表したが、この二次元的解析方法を三次

元的な解析方法に改良した。

　198Au一コロイドをbolu8静注し、静注直前よりシ

ンチパック1200にて40分間情報収録した。得られた

シンチグラム上にmatrix　ROIを設定し、　l　frame　20

秒、30分間のhist。gramをそれぞれのROIについて

描き、そのplateauより同部の機能を有する厚さを、さ

らに体積を計算し、又K値を算出した。肝切除予定者

については残存予定部分について同様の計算を行なっ

た。又術後約3週間後に再度同検査を行ない、術前の

残存予定部分との比較をした。

　　患者K値　×　残存予定肝体積

　　正常K値　×　全有効肝体積

を算出し、この値が低い場合予後不良が予想された。

さらに術前術後の肝体積の比較では右葉切除の場合一

般に術後の体積が大きく再生肥大が著明であると思わ

れるが、左葉切除では両体積の間に大差は認められな

かったo

1618　　定量的肝RI血管造影法の検討

　　中野俊一，長谷川義尚，塩村和夫，井深啓次郎

　　橋詰輝巳　（大阪府立成人病センター，アイソト

　　ープ科）

　肝のRI血管造影法は腫瘍や肝硬変において，肝血

流中の肝動脈と門脈に由来する血液量の割合が変化し

ていることを明かにする．通常，肝スキャンのコロイ

ド注射後，2～4秒毎に撮影した連続像で読影するが

データ処理装置を利用して定量化することもこころみ

られている．我々は定量的肝RI血管造影法の臨床的意

義をしらべるために，Boydらの方法に従って99mTc

Snコロイドの5～6mCiをB・lusで静注後1秒毎のフ

レームで1分間，日立ガンマピユーHカメラからのア

ー タを日立EDR4200データ処理装置に収録し，肝に設

けた関心領域内のtime　activity　curveを作り肝動脈

波と門脈波の勾配の比及び両波の境界点と腹部大動脈

上のピークとの間の時間を計測し，これらの指標が肝

硬変の場合に異常となることをたしかめた．

また肝癌の部位では多くの場合動脈波がピークを示し

た．肝の部位によるこれらの指標の差，他の肝機能検

査との関係などについて検討している．

1619　　肝疾患における肝血流の検討

　　田中卓雄　上野孝利　宇敷　順　大村治子

　　森清光飯田進石川邦芳
　　田中政義　荒川佳也　長瀬勝也（順大放）

　肝疾患の診断上肝シンチグラムは形態的診断法とし

て重要な検査法の一つであるoこれに加え近年肝胆道

系の描出に種々の標識化合物が開発され使用される様

になって来たo

　我々は現在肝疾患特に肝硬変症の肝血流について検

討を行っている。

　方法として多結晶型r一カメラを使用しRIを急速

静注しヒストグラムを作製し肝血流を観察したo

　その結果肝硬変症のヒストグラムには特徴ある所見

を見出し特に肝硬変症に門脈圧充進症を併発せる症例

ではRIの肝よりの消失が遅延した。

　この状態を経時的にRIの肝内流入と流出状態を描

出し検討を加えたo

　更に立位肝シンチグラムを作製し、その伸展及び肝

へのRI分布状態を食道静脈瘤所見と比較検討中であ

るo

1620　　123　1一ローズベンガルにょる肝・胆道系シ

ンチグラフィ

　　山崎統四郎、福士　清、入江俊章、井上　修、

　　玉手和彦、魚路益男、宍戸文男、舘野之男、

　　村上優子（放医研）

　従来シンチグラム検査に広く用いられていた1311標

識薬剤が使われなくなり、現在はggm　Tc製剤が広く使

用されている。多くの臓器の診断に”mTc製剤が有用

であることは言を待たないが、臓器特異性などに問題

が残る場合も少くない。このような99　「n　Tc製剤の欠点

と被曝などのt311の欠点を共に解決するために、123　1

標識ヨウ化ヒブール酸ナトリウムなどを開発してきた。

　今回同様の目的で123　1標識ローズベンガルを合成し・

臨床利用を試みたので報告する。

　本製剤は1271（p、5n）123　xθの核反応で生成した

123　xθを液体窒素で冷却しftトラップに補集し、トラッ

プ中で12・X・β妄1、：c12頭応で得られft　123・を・・

一
ズベンガルのヨウ素原子と置換させ、未反応の123　1

を除いて精製し、注射剤としft。

　本製剤を臨床利用し得た症例は、56年5月以来現

在まで4例にすぎないが、いずれの症例でもシンチカ

f7による静注後の経時的シンチグラフィにより、良好

なイメージが得られた。食事の影響や胆のうの描出時

間など、症例を加えて検討し、その詳細を報告する。
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